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11月 16日(木)に「『春の香り～脳腫瘍と闘い 18歳で逝ってし

まった最愛の娘へ』から、学ぶ命の授業」と題した人権講話を実

施しました。講師は滝中学校・滝高等学校の坂野貴宏先生です。 

坂野先生は、当時 18 歳の次女春香さんを脳腫瘍で亡くされま
した。春香さんは、小学校６年生のときに頭痛を訴え、脳腫瘍が

みつかり何度か手術をしましたが、再発し 2020年 12月に帰らぬ

人となりました。 
春香さんの亡くなった後、7年 2カ月に及ぶ闘病と看護の記録

を描いた書籍「春の香り 脳腫瘍と闘い、十八歳で逝ってしまっ

た最愛の娘へ」（文芸社）の発刊や高等学校などでの講演を通し
て、命の大切さを伝える活動を行ってみえます。 

今回の講話の中で、院内学級での演奏会の様子や亡くなる１か

月前まで絵本の制作をしていたことなどが紹介され、限りある命
を一生懸命生きた春香さんのさまざまなメッセージが伝えられ

ました。 

話が進むにつれて複数の生徒が目に涙を浮かべ、命の尊さを改
めて実感する時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（以下は、生徒の感想の一部です） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜この度の行事が新聞に掲載されました↓↓＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


